
第２９回 日本サウジアラビア合同シンポジウム開催について
  
１１月３～４日の両日、サウジアラビア KFUPM Dhahran Techno Valley において、Saudi 

Aramco 社、KFUPM、公益社団法人石油学会（JPI）、 JCCP の４社共催で「第２９回日本
サウジアラビア合同シンポジムウム」 を開催しました。 初日のオープニングでは KFUPM 
サヘル学長、アラムコ アル・コウェイターCTO、JCCP 平岡常務理事、並びに JPI 冨重団
長兼東北大学教授が挨拶を、キーノートスピーチでは JPI 五十嵐副会長兼 JX リサーチ社長
が講演を行い、１４０名を超える研究者や学生、地元邦人企業からの出席を得て盛大なシン
ポジウムとなりました。「石油精製および石油化学技術」（Technology in Petroleum Refining 
& Petrochemicals）をテーマに Crude oil to chemicals、AI を用いた触媒技術開発等、新たな
分野の講演が多く実施され、女性による３講演も含む講演数は２３件（内、日本から６件）
であった。また初めてポスターセッションが開催され、若手研究者による１７件の発表があ
り、活発な質疑応答等が交わされました。

なお、同シンポジウムに先立ち、講演者６名は Saudi Aramco 社からの要請により同社が
中心となり１０月２９～３１日にバーレーンで開催した ChemIndix2019 に参加しました。
JPI 五十嵐副会長はパネルディスカッションへ参加し、5 名の講演者は各セッションにて講
演を行い、活発な質疑応答等が交わされました。

【オープニング】



【会場風景】








